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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2022年 12月 15日に公表した 2023年 10月期（2022年 11月１日

～2023年 10月 31日）の業績予想を、下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期業績予想の修正について 

（１）2023年 10月期通期連結業績予想数値の修正（2022年 11月１日～2023年 10月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

35,000 700 750 450 18.00 

今回修正予想（Ｂ） 34,400 390 425 230 9.20 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △600 △310 △325 △220 － 

増 減 率（ ％ ） △1.7 △44.3 △43.3 △48.9 － 

(ご参考)前期連結実績 

（2022 年 10 月期) 
34,716 148 228 230 9.22 

 

（２）修正の理由 

 通期の連結業績予想につきましては、住宅事業において、住宅取得価格の上昇による取得マインド低下の影

響を受け、引渡棟数は計画を下回りましたが、１棟当たり販売単価が上昇したことから売上高、営業利益は概

ね計画通りの進捗となる見通しです。リフォーム事業につきましては、受注高が下期以降、低調に推移し、加

えて、販管費が増加したことから売上高、営業利益ともに計画を下回る見込みとなりました。不動産事業は第

４四半期に予定しておりました分譲マンションの引渡が順調に進み、売上高は計画を上回る見込みですが、仲

介手数料収入の減少から営業利益は計画を下回る見込みとなりました。 

 以上の結果、連結業績予想は、売上高はほぼ計画通りとなりましたが、各段階利益については前回発表を下

回る見込みとなりましたので、上記のとおり修正いたしました。 

 

※本資料の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後

様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


